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2014/	
 
4 月 5 日記録	
 

司会	
 古場	
 会員	
 

場所	
 青葉園	
 

＊事務局報告＊	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 中北	
 会員	
 

・3 月 16 日 13:30～	
 住まいの情報センター「H25 年度タイアップ交流会」清水会員報告：今秋頃「高齢者の住環境」をテー

マに交流イベントが開催される。ふくてっくとしてどのようにかかわるか今後検討していきたい。	
 

・ふくてっく会報 86 号を６月に発刊。各部会への原稿依頼。	
 

・中北会員より	
 来月運営会議を実施します	
 日時後日連絡	
 

・スバル	
 吉村氏	
 ＮＰＯキラリ	
 嘉指氏	
 入会・・・平均年齢が下がった～！(笑)	
 

＊閲覧資料および書籍の紹介＊	
 

Ａ催し・事業企画の案内	
 	
 

Ａ-1	
 バリアフリー2014	
 4/17（木）-19（土）	
 	
 	
 Ａ-2	
 	
 NPO キラリ	
 1 周年記念事業案内	
 4/26（土）	
 

Ｂ他団体の機関紙等	
 	
 

Ｂ-1	
 パンジーだより	
 286 号	
 大阪交通災害遺族会	
 Ｂ-2	
 	
 ＫＳＫＲ移動・送迎支援活動ニュース	
 6281 号	
 	
 	
 

Ｂ-3	
 	
 さつきつつじ会だより	
 No148	
 	
 Ｂ-4	
 	
 ハートつうしん	
 No74	
 ハートいしかわ	
 	
 Ｂ-5	
 	
 サポネ通信	
 	
 

Ｂ-6	
 まねき猫通信	
 Ｂ-7	
 サロンあべの	
 	
 	
 Ｂ-8	
 NPO ちゅうぶ通信	
 

Ｃ情報誌	
 	
 	
 

Ｃ-1	
 ＣＯＭＶＯ	
 4 月号	
 	
 Ｃ-2	
 	
 100 年コミュニティ	
 3 月号	
 コミュニティネットワーク協会	
 

Ｄその他	
 	
 	
 

Ｄ-1	
 2014 年３月期	
 事業所ネットワーク情報提供	
 

主な内容	
 Ⅰ.国制度情報	
 ①GH 関係②「生活介護」医師配置に関して③強度行動障害研修④重度訪問介護の対象拡大	
 

⑤第４期障害福祉計画	
 成果目標見直し⑥地域生活支援事業の追加メニュー	
 

Ⅱ.グループホーム問題	
 ①GH 一元化について②消防 SP 設置問題	
 

Ⅲ.「精神障害者施設」病棟転換問題	
 

Ⅳ.その他①障害者政策委員会（2/3）②生活保護法の改悪③「生活介護」における意思配置の見直しについて	
 

Ｄ-2	
 特定非営利活動法人の事業報告書等の提出様式について（通知）	
 

Ｄ-3	
 宅老連が介護事業所に対して実施したアンケートで必要としている人材などについて報告	
 

＊学習会＊	
 13：50～15：20	
 

「これからの障がい者地域支援とは」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 清水	
 明彦氏	
 	
 西宮市社会福祉協議会事務局長	
 元青葉園園長	
 

青葉園のこと・・・今から 50 年くらい前に、保健所が行っていた療育相談支援にきていた重度の障がい児の親たちがネット	
 

ワークをつくり、子どもたちの居場所づくりとしてＳ42 年に「わかば園」ができた。しかし、活動を始めた頃の障がい児た	
 

ちは既に 15 歳くらいになっていて、「わかば園」に年長組をつくり通園した。義務教育期間にもかかわらず就学猶予・免除	
 

ということで自宅待機を余儀なくされていた子どもたちが、集団の中でいきいきとした表情にかわってきたという。	
 

Ｓ46 年頃に西宮市養護学校ができた。東京での全入もＳ49 年で、日本で一番早く全入としたが、制度も条件整備もないまま	
 

先生たちの手探り状態ではじまった。養護学校のカリキュラム改革も進め、中等部・高等部もつくったが、その先は？成人	
 

しても西宮市民として生きて行くのに、行くところがない！居場所がない！当時は重身の人が地域で生きて行くための制度	
 

もなく、また以前のように家の天井を見つめつづける生活にもどるか、遠方の入所施設に行くのか・・・しかし、親たちも	
 

本人もそんなことは全く考えておらず、1981 年「青葉園」開園に至った。市が運営できず社協が運営し、費用は西宮市から	
 

出ている。４年後に総合福祉センターができその一画を専有使用して今日に至っている。現在、62 名が市内各地から主にタ	
 

クシーを利用して通園。多くの人が 50～60 歳。成人を祝う会もするが、還暦や古希を祝う会も多くなってきている。子ども	
 

たちと共に親も高齢化していて、中には親を看取る人も。設立当時、法がなかったために今も法外で運営されている。定員	
 

もなく、生きるためのニーズがあればそれに応える形で事業展開してきた。9名は 24 時間支援を受けながらケアホームで生	
 

活している。市民税を使って何をしているの？と言われないために、1982 年に基本理念をつくり、重身障がいの人と一緒に	
 

活動している。地域に役割を持たないと地域移行などできないので週 1回「青葉のつどい」を開催している。居場所と役割	
 

づくりが肝心。そこで市の北部に「共生まちづくり館」をつくろうとしている。生活困窮者は金がないから困っているのでは	
 

なく、社会的役割がないから引きこもっているのだと思う！子どもからお年寄りまで「共生まちづくり館」に集い、何かを	
 

する！ことを目的に。市では、20 年前から個人総合計画をつくり支援を実施している。市独自の総合相談支援センターをつ	
 

くり、本人中心会議を行っている。障がいを持つ人は、人の世話になりながらよく生きること、少ないお金で豊かに生きるこ	
 

とを一番知っている。意思決定能力のない人なんかいない！私たちはこの極意を学ばなければならないのではと思う。	
 

最後に清水さんは、「心を動かすこと。どんなにしょうもないことでもおもろがり、おもろがらせることが、本人中心計画だ	
 

と思っている。一緒に笑い、泣き、怒ることなんだけど難しいことではないでしょ！」とおっしゃっていました。	
 

	
 

NPO ふくてっく定例会  
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１．ふくてっくのつどい	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 小川	
 会員	
 

① 「春の遠足」として生駒いいもり里山サポーターズに打診しています。⇒日程は調整中	
 
② 「つどい集会」を 4/12（土）開催します。13：30～17：00	
 ボランティア市民活動センター	
 フリースペース	
 

同時に「パソコン教室」と新たに「からくり教室」を開催します。	
 

13：30「パソコン教室」参加費 500 円	
 パソコンお持ちの方は持参して下さい。	
 

15：00「からくり教室」	
 	
 16：30「つどい集会」	
 ⇒	
 参加自由です！	
 

２．東大阪部会	
 	
 川北	
 会員	
 

①	
 3 月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は 3日間（3/6・13・19）延べ 12 名が活動。	
 

②	
 3 月 15 日 10:00～12:00	
 大阪市社会福祉センター「活動検討会」開催、参加者 10 名、事後調査等につい。	
 

③	
 3 月 29 日 13:30～17:00	
 阿倍野区民学習センター「次年度協議」開催、参加者 10 名、活動内容の確認等。	
 

	
 	
 Ｈ25 年度活動打ち上げ 1次会「ブリタニア」17:30～20:00	
 2 次会 20:00～22:00「お粥や」	
 

④	
 東大阪市改造助成 H23・24 年度支給案件中 34 件の訪問調査は 5日間（3/6・13・19・20・28）延べ 13 名で実施。	
 

⑤	
 3 月 12 日・18 日尼崎市介護保険住宅改修ケアマネ向け研修会（グループワーク/事例検討）を尼崎市公民館で実施。	
 

⑥	
 3 月 13 日東大阪市改造助成ケアマネ向け講習会（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ/見積書の読み方）を東大阪市庁舎 18 階会議室で実施。	
 

⑦	
 3 月 27 日東大阪市改造助成施工業者向け講習会（高齢者疑似動作体験等）を東大阪市庁舎 18 階会議室で実施。	
 

＊５月例会は高齢者・障がい者疑似体験を実施します。	
 

３．こむねっと事業部会	
 中北	
 会員	
 

Ⅰ	
 こむねっと部会活動	
 

●福祉サービス第三者評価	
 1.大阪府地域福祉推進審議会	
 第三者評価分科会の書面開催	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 高齢福祉分野におけるサービス評価基準改正	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第三者評価結果公表要綱改正	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第 3 期大阪府地域福祉支援計画策定への対応について	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第三者評価における「abc」評価について	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2.奈良県手をつなぐ育成会	
 GH ほか第２種社会福祉事業の第三者評価	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 4/1	
 訪問調査直前検討会議	
 	
 訪問調査は４月 8,15,22 日に実施。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 3.同朋学園の第三者評価協働	
 4/24 に職員への説明会	
 

●その他	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1.若江岩田 NPO ぱあとなぁ新事業所開設の進捗状況	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 工事は４月で完了予定	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2.飛鳥ケアホーム・ビレッジ構想	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 3/29 理事会にて計画承認	
 地主からも敷地利用の応諾を得る。	
 

計画委員会	
 3/19 に引き続き 4/2 に第２回会議実施。	
 

Ⅱ	
 社会連携事業その他	
 

	
 4/26（土）NPO キラリ	
 １周年記念事業	
 於：ＬＩＣはびきの	
 13：00～16：00	
 

5/17（土）（社福）草の根共生会（東大阪）法人創立・生活介護「連Ⅱ」開設１周年	
 

	
 5/18（日）NPO ぱあとなぁ（東大阪）オープニング披露	
 

	
 10/1（水）楠敏雄さんを偲ぶ会（高津ガーデン）	
 

Ⅲ	
 次回部会予定	
 未定	
 

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー）	
 

苅田会員：日経トレンディネットに掲載されました「庶民目線の創意工夫で作り上げた静音・振動吸収キャスター」 
岡会員：3/23 神戸ユニバーサルデザインフェア開催	
 すべらんうどん出店	
 稲住、和泉、松田、池畑ご夫婦、樋口、苅田、

山本、曽我部がお手伝いに！フリマも開催されていて	
 おうどん 200 杯売れたそうです！	
 

＊青葉園でのお花見！	
 

青葉園の清水さんも参加してくださいました。桜そっちのけで飲む会員たち・・・！３次会まで続きました！	
 

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください）	
 

	
 

＊次回例会の司会予定＊	
 	
 

平成 26 年 5 月 10 日	
 
司会：佐久川会員	
 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：島村会員	
 曽我部会員	
 

＊次回以降の予定＊	
 

・5 月 10 日（土）13：30～17：00	
 会場：大阪市立社会福祉センター	
 

	
 	
 ■学習会	
 高齢者疑似動作体験	
 	
 講師：東大阪部会	
 	
 

・6月 7 日（土）13：30～17：00	
 会場：大阪市立社会福祉センター（予定）	
 

	
 	
 ■学習会	
 講師・内容	
 未定	
 


